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令
和
２
年  

中
川
村
こ
の
１
年

　
昨
年
末
か
ら
世
界
中
で
広
が
り
始
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
、生
活
習
慣
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。そ

う
い
っ
た
中
で
、感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延
期
、規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

３
日　

中
川
村
成
人
式（
34
人
）　

写
真
①

12
日　

新
年
総
代
会

12
日　

消
防
団
出
初
式　

写
真
②

18
日　

第
44
回
三
者
共
催
講
演
会「
地
域
の
力
で
村
を
守
る
」　

　
　
　
　

長
野
県
消
防
協
会
副
会
長　

古
村
幹
夫
さ
ん　

写
真
③

２
日
～
23
日　

３
月
中
川
村
議
会
定
例
会

７
日　

中
川
東
小
学
校
新
入
学
児
童
か
ば
ん
贈
呈
式（
来
入
児
22
人
）

　
　
　

中
川
西
小
学
校
新
入
学
児
童
か
ば
ん
贈
呈
式（
来
入
児
30
人
）

８
日　

中
川
村
健
康
福
祉
大
会

11
日　

信
州
な
か
が
わ
森
林
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

写
真
④

２
日
～
23
日　

３
月
中
川
村
議
会
定
例
会

４
日　

村
内
小
中
学
校
臨
時
休
校（
～
春
休
み
ま
で
）

17
日　

中
川
東
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
卒
業
生
19
人
）

　
　
　

中
川
西
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
卒
業
生
27
人
）

18
日　

中
川
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式　
（
卒
業
生
40
人
）

29
日　

消
防
団
新
幹
部
・
新
入
団
員
任
命
式

４
日　

中
川
東
小
学
校
入
学
式（
新
入
生
22
人
）

　
　
　

中
川
西
小
学
校
入
学
式（
新
入
生
30
人
）

　
　
　

中
川
中
学
校
入
学
式　
（
新
入
生
44
人
）

10
日
～
18
日　

村
内
小
中
学
校
臨
時
休
校

19
日　

消
防
団
春
季
規
律
訓
練
お
よ
び
観
閲
式《
中
止
》

22
日　

村
指
定
文
化
財　

石
神
の
松
が
強
風
に
よ
り
折
れ
る

11
日　

村
内
小
中
学
校
分
散
登
校
開
始

14
日　

第
１
回
中
川
村
議
会
臨
時
会

19
日　

村
内
小
中
学
校
再
開

８
日
～
12
日　

６
月
中
川
村
議
会
定
例
会

21
日　

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ッ
パ
吹
奏
・
救
護
大
会《
中
止
》

24
日
～
７
月
７
日　

図
書
館
平
和
企
画《
中
止
》

27
日　

図
書
館
祭
り《
中
止
》

30
日　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害　

写
真
⑤

１
日　

望
岳
荘
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
火
入
れ
式

11
日　

な
か
が
わ
生
活
応
援
商
品
券
販
売

17
日　

み
な
か
た
保
育
園
夏
祭
り

　
　
　

片
桐
保
育
園
夏
祭
り

成人式三者共催講演会

消防団出初式

令和２年７月豪雨災害

信州なかがわ森林フェスティバル　

①③

②

⑤

④

１月２月３月４月５月６月７月



２
日　

第
29
回
中
川
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り《
中
止
》

15
日　

中
川
お
う
ち
で
花
火
大
会　

写
真
⑥

22
日　

総
代
会《
視
察
な
し
》

23
日　

第
29
回
中
川
村
バ
レ
ー
祭《
中
止
》

24
日　

第
２
回
中
川
村
議
会
臨
時
会

30
日　

中
川
村
防
災
訓
練（
重
点
地
区　

渡
場
・
柳
沢
）　

写
真
⑦

30
日　

中
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
長
杯
争
奪
戦
開
会
式

９
日
～
25
日　

９
月
中
川
村
議
会
定
例
会

12
日　

中
川
東
小
学
校
運
動
会

　
　
　

中
川
西
小
学
校
運
動
会

14
日　

長
寿
祝
賀
訪
問

19
日　

片
桐
保
育
園
運
動
会

20
日　

み
な
か
た
保
育
園
運
動
会

25
日
～
26
日　

中
川
中
学
校
第
45
回
牧
ヶ
原
祭

30
日　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
長
野
県
会
議

　
　
　
　
　
　
　

関
東
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
村
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
代
表
者
お
よ
び
担
当
者
会
議

30
日　

下
平
達
朗
教
育
長
退
任

１
日　

桐
俊
男
教
育
長
就
任

４
日　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」の
日

　
　
　
　
　

美
し
い
村
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業　

写
真
⑧

10
日　

第
12
回
育
樹
祭《
中
止
》

23
日　

中
川
東
小
学
校
音
楽
会

６
日
～
８
日　

第
45
回
村
の
文
化
祭

　
　
　
　
　
　

ス
テ
ー
ジ
の
部　
《
無
観
客
に
て
開
催
》　

写
真
⑨

17
日　

中
川
西
小
学
校
音
楽
会

20
日　

中
川
村
教
育
委
員
会
功
労
者
表
彰
式

27
日　

第
３
回
中
川
村
議
会
臨
時
会

29
日　

第
21
回
中
川
ア
ル
プ
ス
展
望
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
ク《
中
止
》

３
日　

第
３
回
中
川
村
キ
ャ
リ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

４
日
～
10
日　

12
月
中
川
村
議
会
定
例
会

５
日　

第
45
回
三
者
共
催
講
演
会　
《
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
》

７
日　

年
末
総
代
会

25
日
～
30
日　

消
防
団
年
末
夜
警

26
日　

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
「
遊
び
う
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

８月９月10月11月12月

中川おうちで花火大会美しい村づくりボランティア作業　

村の文化祭

中川村防災訓練

⑥⑧

⑦

⑨
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中
川
村
教
育
委
員
会

功
労
者
表
彰

表
　
彰
　
状

　

令
和
２
年
度
中
川
村
教
育
委
員
会
功
労
者
表
彰
式
が
11
月
20
日（
金
）に
中

川
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

感
　
謝
　
状

【
表
彰
状
】

　
下
平
　
達
朗 

さ
ん

　
中
塚
久
仁
子 

さ
ん

　
矢
沢
　
秀
雄 

さ
ん

【
感
謝
状
】

　
平
澤
　
修 

さ
ん

  

下
平
　
達
朗 

さ
ん

　

中
川
村
教
育
相
談
員
と
し
て
４
年

６
か
月
、
さ
ら
に
教
育
長
と
し
て
７

年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
育
相
談
員
と
し
て
は
、「
子
ど
も

育
成
推
進
会
議
」を
軸
に
、保
健
福
祉

課
と
連
携
し
て
、不
登
校
生
の
減
少

や
発
達
障
害
の
子
ど
も
へ
の
支
援
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
長
と
し
て

は
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
産
学
官
交
流

会
」の
中
川
村
を
主
会
場
と
す
る
開
催

に
尽
力
さ
れ
、次
世
代
育
成
、地
域
活

性
化
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
中
川
人
形

保
存
会
」を
発
足
し
、人
形
浄
瑠
璃
の

文
化
の
継
承
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を

行
い
、
最
新
の
衛
生
基
準
に
合
わ

せ
、
調
理
場
の
ほ
か
、
給
湯
器
更
新
、

事
務
室
増
床
な
ど
、
安
心
安
全
な
給

食
の
提
供
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

社
会
教
育
や
学
校
教
育
全
般
に
わ
た

り
、
村
の
教
育
の
充
実
・
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

中
塚
　
久
仁
子 

さ
ん

　

平
成
26
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま

で
の
６
年
間
、
社
会
教
育
委
員
と
し

て
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
培
っ
て
こ
ら

れ
た
幼
児
教
育
の
経
験
を
生
か
し
、

入
園
前
の
教
育
の
大
切
さ
を
提
言
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
か
ら
は

信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
小
・
中
３
校
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
、
中
川
村

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ
り
方
を
「
地

域
の
人
々
か
ら
学
ぶ
」
こ
と
に
焦
点

を
置
き
、「
お
し
ご
と
新
聞
」を
次
々

と
発
信
し
、
村
内
で
活
躍
す
る
若
い

人
た
ち
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
学
び
、

憧
れ
を
持
っ
て
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

と
い
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
ま

し
た
。
平
成
30
年
度
の
第
１
回
キ
ャ

リ
ア
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
そ
の
結
晶

と
し
て
、
中
川
村
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

道
標
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
社
会
教

育
の
進
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

矢
沢
　
秀
雄 

さ
ん

　

平
成
７
年
か
ら
、
村
の
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
と
し
て
、
小
学
校

の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
９

年
か
ら
は
監
督
兼
コ
ー
チ
と
し
て
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
と
に
平
成
25
年
か
ら
令
和
元
年

ま
で
は
、
村
全
体
の
中
川
ヤ
ン
キ
ー

ス
の
監
督
兼
コ
ー
チ
と
し
て
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
涯
に
お
け
る
運
動
能
力
の
基

盤
を
作
る
大
切
な
時
期
の
子
ど
も
た

ち
に
、深
い
知
識
と
情
熱
を
も
っ
て
、

25
年
も
の
間
、
真
摯
に
ご
指
導
い
た

だ
き
多
く
の
野
球
少
年
を
育
て
ら
れ

ま
し
た
。
教
え
子
の
う
ち
３
人
は
、

高
校
進
学
後
、
甲
子
園
へ
の
出
場
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
村
の
青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度

  

平
澤
　
修 

さ
ん

　

平
成
22
年
４
月
に
中
川
中
学
校
用

務
員
に
着
任
し
、
朝
早
く
か
ら
誠
実

に
仕
事
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
教
職

員
、生
徒
た
ち
、地
域
の
人
々
な
ど
、

誰
に
も
丁
寧
に
対
応
し
、
敷
地
内
の

草
は
常
に
美
し
く
刈
り
込
み
、
進
ん

で
校
内
・
校
地
内
の
整
備
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

植
物
を
愛
し
、
校
地
内
に
季
節
の

花
を
育
て
、
秋
に
は
大
輪
の
菊
が
玄

関
を
美
し
く
彩
る
と
い
う
よ
う
に
、

中
川
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
情
操

を
、教
育
環
境
整
備
か
ら
支
え
、教
育

活
動
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
学
校
教

育
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
事
務
局

TEL 

88
―
１
０
０
５
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、感
染
症
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
検
査
等
補
助
金

　

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
を
迎
え
、
村
出
身
の
方
と
そ
の
ご
家
族
の
み
な
さ

ん
が
安
心
し
て
帰
省
や
迎
え
入
れ
が
で
き
る
よ
う
、
村
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
抗
原
検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

①
学
生
な
ど

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た

方
で
あ
っ
て
、
令
和
３
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
村
内
へ
帰
省
を
予
定
す

る
学
生
な
ど

※
学
生
に
限
ら
ず
、
年
齢
要
件
に
該

当
す
る
方
で
あ
れ
ば
対
象
に
な
り

ま
す
。

②
医
療
・
介
護
従
事
者

　

村
内
の
診
療
所
お
よ
び
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
村
内
の

法
人
な
ど
に
勤
務
す
る
方

※
医
療
・
介
護
従
事
者
に
該
当
す
る

み
な
さ
ん
へ
は
、
別
途
事
業
所
な

ど
を
通
じ
て
直
接
ご
案
内
し
ま

す
。

●
補
助
金
額

①
抗
原
検
査　

　

学
生
な
ど

　

上
限
８
，０
０
０
円
以
内

　

医
療
・
介
護
従
事
者

　

上
限
６
，０
０
０
円
以
内

②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
以
内
で
、

上
限
１
６
，０
０
０
円
以
内

　

た
だ
し
、
補
助
金
交
付
の
回
数
は

補
助
対
象
者
一
人
に
つ
き
１
回
限
り

と
し
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
「
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求

書
」
に
検
査
費
用
の
領
収
書
を
添
付

し
て
保
健
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
請
書
兼
請
求
書
は
、
保
健
福
祉

課
ま
た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
の
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
期
間

　

令
和
２
年
12
月
１
日
か
ら

　

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
ス
ク
寄
附
の

　
　
お
礼
と
報
告

　

６
月
か
ら
村
内
に
設
置
し
て
い

る「
マ
ス
ク
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」に
、

み
な
さ
ん
か
ら
多
く
の
マ
ス
ク
を

ご
寄
附
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ス
ク
は
村
内
の
福
祉
施

設
な
ど
へ
お
届
け
し
、
有
効
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
設
置
し
ま
す

の
で
、
ご
家
庭
な
ど
で
未
使
用
・

未
開
封
の
不
要
な
マ
ス
ク
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
件　
数　
２
６
４
件　

　
枚　
数　
５
３
８
枚

　
　
（
11
月
30
日
現
在
）

　
マ
ス
ク
回
収
ボ
ッ
ク
ス

　
設
置
場
所

・
中
川
村
役
場

・
チ
ャ
オ 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

検
温
・
手
洗
い
・
手
指

消
毒
な
ど

基
本
的
な
感
染
症
予
防

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

３
つ
の
基
本

・
身
体
的
距
離
の
確
保

・
マ
ス
ク
の
着
用

・
手
洗
い
手
指
消
毒

３
密
の
回
避

・
密
閉
空
間

・
密
集
場
所

・
密
接
場
面

３
つ
の
確
認

・
体
温
確
認

・
体
調
管
理

・
行
動
履
歴
確
認

　

事
業
所
や
各
施
設
な
ど
へ
訪
問
の

際
に
は
、
入
り
口
付
近
に
あ
る
検
温

器
で
の
検
温
や
、
手
指
消
毒
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

感
染
症
予
防
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
し

て
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

内
線
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移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
を
行
い

ま
す
。
献
血
で
集
め
ら
れ
た
血
液
に

は
使
用
期
限
が
あ
り
、
定
期
的
な
補

充
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

冬
は
特
に
血
液
が
不
足
し
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
日
時
】　

　

令
和
３
年
１
月
13
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

【
場
所
】

　

役
場
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

献
血
が
で
き
る
方

・
男
性　

17
歳
～
69
歳

・
女
性　

18
歳
～
69
歳

・
体
重　

男
女
と
も
50
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

以
上

献
血
で
き
な
い
方

①
３
日
以
内
に
出
血
を
伴
う
歯
科
医

療
を
受
け
た
方

②
４
週
間
以
内
に
海
外
か
ら
帰
国
し

た
方

③
１
か
月
以
内
に
ピ
ア
ス
の
穴
を
開

け
た
方

④
エ
イ
ズ
検
査
目
的
の
方

⑤
輸
血
、
臓
器
移
植
を
受
け
た
方

⑥
Ｂ
・
Ｃ
肝
炎
に
か
か
っ
た
方

令
和
３
年
１
月
13
日

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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駆
け
つ
け
る消

防
団
員

６
月
30
日
〜
７
月
15
日

令
和
２
年
７
月
豪
雨

　

２
週
間
に
も
お
よ
ぶ
梅
雨
前
線
の

停
滞
に
よ
り
、
西
日
本
か
ら
東
日
本

に
か
け
て
記
録
的
な
大
雨
と
日
照
不

足
と
な
り
ま
し
た
。
７
月
８
日
、
土

砂
災
害
警
戒
情
報
の
発
表
を
う
け
、

全
村
へ
避
難
準
備
・
高
齢
者
な
ど
避

難
開
始
情
報
を
発
令
し
、
翌
９
日
に

は
、
土
石
流
の
発
生
を
う
け
、
美
里

地
区
の
一
部
に
避
難
指
示
を
発
令
し

ま
し
た
。
消
防
団
は
70
人
が
出
動

し
、
８
日
早
朝
か
ら
夕
方
に
か
け

て
、管
内
パ
ト
ロ
ー
ル（
河
川
警
戒
、

被
害
箇
所
調
査
）
お
よ
び
被
害
箇
所

の
応
急
対
策
（
土
の
う
設
置
、
用
水

路
の
排
水
作
業
な
ど
）
を
自
主
防
災

組
織
と
協
力
し
て
行
い
、
被
害
の
拡

大
防
止
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
　
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

消
防
団
が
避
難
誘
導
を
行
う
と
き

は
、
か
な
り
危
険
が
差
し
迫
っ
た
状

況
で
す
。
み
な
さ
ん
の
命
を
守
る
た

め
、早
急
の
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
24
日（
土
）午
後
１
時
頃

柳
沢
地
区　

建
物
火
災

　

週
末
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
67
人
の

団
員
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
速
や
か

に
水
利
を
確
保
し
、
消
防
署
員
と
協

力
し
て
消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

救
護
班
員
は
、
負
傷
者
の
処
置
を
行

い
、
後
着
し
た
救
急
隊
員
へ
引
継
ぎ

を
行
い
ま
し
た
。
鎮
火
後
に
行
う
残

火
処
理
活
動
は
、
夜
遅
く
に
ま
で
お

よ
び
ま
し
た
。

　
　
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

火
災
発
生
時
に
は
、
安
全
な
消
火

活
動
の
た
め
団
員
が
交
通
規
制
・
誘

導
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
迂
回

な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
鎮
火
の
放
送
が
流
れ
て
も

団
員
の
活
動
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
絶

対
に
再
燃
し
な
い
こ
と
を
確
認
（
残

火
処
理
活
動
）
し
て
解
散
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
・・・

　

コ
ロ
ナ
禍
で
思
っ
た
よ
う
な
訓
練

や
活
動
が
で
き
な
い
中
、
火
災
予
防

広
報
で
村
内
を
積
載
車
で
巡
回
し
た

り
、
各
地
区
防
災
訓
練
や
煙
火
警

戒
、
地
区
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
参

加
し
た
り
、
保
育
園
の
防
災
訓
練
に

出
向
く
な
ど
、
防
火
・
防
災
の
啓
発

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
は
、
６
件
も
の
火
災
が

村
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
年
末
に

は
、
団
員
が
夜
警
を
実
施
し
て
火
災

予
防
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。
大
切
な

も
の
を
失
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

み
な
さ
ん
の
小
さ
な
心
が
け
で
、
火

災
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

消
防
団
員
募
集

消
防
団
に
入
り
、共
に

村
を
守
り
ま
し
ょ
う

出 初 式
中止のお知らせ

　令和３年１月10日（日）に令
和３年中川村消防団出初式（分
列行進・式典）を挙行させてい
ただく予定でしたが、上伊那圏
域における新型コロナウイル
ス感染症の拡大状況を鑑み、苦
渋の決断ではありましたが、式
を中止させていただく運びと
なりました。
　ご観覧を予定していただい
ていたみなさんには大変申し
訳ございませんが、引き続き中
川村消防団へのご理解ご協力
をお願いします。

消火活動の様子（柳沢地区・建物火災）

　

現
在
、
中
川
村
消
防
団
は
１
８
４

人
（
う
ち
、
Ｏ
Ｂ
団
員
で
構
成
さ
れ

る
特
別
消
防
団
員
が
39
人
、
女
性
団

員
８
人
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
団

員
数
は
条
例
定
数
の
２
０
０
人
を
下

回
っ
て
お
り
、
団
員
１
人
や
団
員
家

族
に
か
か
る
負
担
は
年
々
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
団
で
は
「
新
入
団
員
確

保
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
団
活
動

な
ど
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
団
員
負
担
の
軽
減

お
よ
び
大
会
の
た
め
の
訓
練
か
ら
の

脱
却
を
図
る
と
い
う
目
的
で
、
来
年

度
か
ら
の
村
操
法
大
会
の
中
止
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
年
度
末
に
か
け
、
団
員

が
新
入
団
員
の
勧
誘
活
動
を
行
い
ま

す
。
仕
事
や
家
庭
を
持
ち
な
が
ら
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す

る
消
防
団
に
は
、
多
く
の
団
員
の
存

在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

入
団
対
象
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

個
別
に
お
誘
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
団
員
の
話
に
最
後
ま
で

耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
入
団

を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
危
機
管
理
係

内
線
21

被害箇所調査の様子（令和２年７月豪雨）

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
村
の
災

厄
に
立
ち
向
か
う
団
員
の
活
動
か
ら
、
火
災
予
防
や
防
災
を
考
え
ま
す
。
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水
道
の
凍
結
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

回転が止まる位置までしっかりと不凍栓の
ハンドルを回しましょう。半開きの場合、
水漏れの原因になります。

不凍栓

開 閉

水
道
の
冬
支
度
は
大
丈
夫
？

　

寒
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
季
節
は
、
水
道
管
や
水
道

メ
ー
タ
ー
、
蛇
口
な
ど
の
凍
結
に
よ

り
、
水
が
出
な
く
な
る
、
水
道
管
が

破
裂
す
る
と
い
っ
た
事
故
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
も
し
そ
う
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
水
道
使
用
者

自
身
で
修
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
水
道
の
凍
結
に
は
、
十
分
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は
…

◎
凍
結
防
止
帯（
電
熱
帯
）の
電
源
が

コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
道
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
へ

は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
布
切
れ

な
ど
の
保
温
で
き
る
も
の
を
濡
れ

な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入

れ
、
メ
ー
タ
ー
を
保
護
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
不
凍
栓
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で

は
、
就
寝
前
や
外
出
さ
れ
る
時
に

は
忘
れ
ず
に
「
水
抜
き
」
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

水
抜
き
の
手
順
は

①
不
凍
栓
を
閉
め
る

②
蛇
口
な
ど
の
水
栓
器
具
を
開
け
る

（
水
が
抜
け
ま
す
）

③
水
抜
き
が
終
わ
っ
た
ら
水
栓
器
具

を
閉
め
る

年
末
年
始
は
節
水
を
！

　

年
末
年
始
は
、
特
に
水
道
の
使
用

量
が
増
加
し
、
施
設
能
力
を
超
え
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
大
掃
除

や
洗
濯
な
ど
に
は
、
風
呂
の
残
り
湯

を
利
用
す
る
な
ど
「
節
水
」
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
掃
除
に
合
わ
せ
て
、
水

道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
溜
ま
っ

た
土
の
除
去
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周

辺
の
片
付
け
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
検
針
が
効
率
よ
く
で
き
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

内
線
63

水道の年末年始の当番事業者
　年末年始の凍結事故などの給水管の修
理は、指定業者が当番制で対応しますの
で、下記当番店に直接連絡してください。
　なお、連絡がつかない場合は役場（宿直）
へ連絡してください。

【中川村役場】 TEL 88−3001

日付 当番事業者 連絡先
電話番号

12/29（火） 田 島 建 設㈱ 88-3057

12/30（水） 宮下建設工業㈱ 88-3034

12/31（木） ㈲与 根 山 建 設 88-2257

１/１（金） 山 崎 建 設㈲ 88-2040

１/２（土） ㈾辰　　巳　　屋 88-2014

１/３（日） ㈲むかいや設備 88-3600

　

年
末
年
始
は
、
大
掃
除
や
来
客
の

お
も
て
な
し
な
ど
、
１
年
の
中
で
も

ご
み
の
出
る
量
が
多
く
な
る
時
期
で

す
。

　

ご
み
処
理
施
設
や
収
集
業
者
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
収
集
で
き

な
い
日
を
な
る
べ
く
少
な
く
し
て
い

ま
す
が
、
す
べ
て
の
日
程
で
収
集
が

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

必
ず
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日

を
確
認
い
た
だ
き
、
収
集
の
な
い
日

は
集
積
所
へ
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

し
尿
を
処
理
し
て
い
る
伊
南
衛
生

セ
ン
タ
ー
は
、
12
月
29
日
か
ら
１
月

３
日
ま
で
休
業
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
の
間
は
し
尿
の
汲
み
取
り

業
者
も
休
業
と
な
り
ま
す
。

　

汲
み
取
り
は
、
早
め
に
業
者
へ
の

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

内
線
62

年
末
・
年
始
の
ご
み
出
し

汲
み
取
り
は
計
画
的
に
!!

ご　み　の　種　類
23 24 25 26 27 28 29 30 31 1/1 2 3 4

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

燃やせるごみ
大草・葛島地区 ○

ごみの
収集は

ありません

○

ごみの収集は
ありません

片桐地区 ○ ○ ○

資源プラスチック・ペットボトル ○

一般家庭ごみ（上伊那CC直接持込） ○ ○ ○ ○ ○ ○

事業系ごみ（上伊那CC直接持込） ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

ご
み
出
し
に
つ
い
て

し
尿
の
汲
み
取
り
に
つ
い
て

ご
み
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
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北陸信越運輸局からのお願い

　年末年始は人の動きが活発となり、鉄道、バス、タクシー、旅客船
などの公共交通機関の混雑が予想されます。乗車（乗船）される際
は、マスクの着用と換気にご理解とご協力をお願いいたします。

事
業
紹
介

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
金
を
財
源
と
し

て
い
る
、
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市

町
村
振
興
協
会
の
地
域
活
動
事
業
を

活
用
し
、
中
川
村
消
防
団
に
安
全
ベ

ス
ト
２
０
０
着
、
双
眼
鏡
20
個
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

事
業
費
は
８
２
５
千
円
（
う
ち
、

宝
く
じ
助
成
金
８
０
０
千
円
）で
す
。

　

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
消
防
団
員

の
交
通
安
全
対
策
お
よ
び
人
命
捜
索

能
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

総
務
課
危
機
管
理
係
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11
月
16
日（
月
）に
、
令
和
２
年
度
人

権
・
男
女
共
同
参
画
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で

の
避
難
所
開
設
訓
練
～
女
性
防
災
士
の

視
点
か
ら
～
」
と
題
し
、
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
し
も
す
わ
会
長
髙
橋
敦
子
氏
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
下
諏
訪
町
で
作
成
し

た
避
難
所
開
設
キ
ッ
ト
を
使
い
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
行
っ
た
避
難
所
開
設
訓
練

に
つ
い
て
、
成
果
や
反
省
な
ど
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
男
性
目
線
に
な

り
や
す
い
災
害
の
現
場
で
、
女
性
の
視

点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
共
に
考
え
訓

練
を
重
ね
て
い
く
様
子
に
、
多
く
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
①
意
思
決
定
の
場
へ

の
女
性
の
参
画
割
合
が
低
い
た
め
女
性

の
意
見
が
反
映
さ
れ
な
い
。
②
男
女
や

子
育
て
家
庭
な
ど
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
が

十
分
に
配
慮
さ
れ
ず
、
必
要
な
支
援
が

提
供
さ
れ
な
い
。
③
女
性
や
子
ど
も
へ

の
暴
力
の
顕
在
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

④
家
事
や
子
育
て
、
介
護
な
ど
の
家
庭

的
責
任
の
負
担
が
女
性
に
集
中
。
経
済

的
に
家
族
を
支
え
な
け
れ
ば
と
意
識
の

強
い
男
性
は
抱
え
込
み
追
い
詰
め
ら
れ

る
。
⑤
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の

非
正
規
雇
用
者（
女
性
の
割
合
が
高
い
）

は
、
解
雇
や
雇
止
め
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。
な
ど
、
平
常
時
の
社
会
の
課
題
で

あ
る
格
差
が
顕
著
に
表
れ
ま
す
。
平
常

時
か
ら
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
連
す
る
人
権
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
が
長
期
化
す
る
中
、
感
染
者
や
そ

の
家
族
、
医
療
従
事
者
な
ど
に
対
す
る

心
な
い
言
動
や
行
動
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
人
権
は
い
か
な
る
場
合
で

あ
っ
て
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
基
本
的
な

権
利
で
あ
り
、
感
染
を
理
由
と
し
た
不

当
な
差
別
、
偏
見
、
い
じ
め
な
ど
は
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
を

思
い
や
り
、
支
え
合
う
気
持
ち
を
持
っ

て
確
か
な
情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

誹
謗
中
傷
な
ど
で
お
困
り
の
場
合
は
、

１
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０

TEL 

０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

新
型
コ
ロ
ナ
誹
謗
等
被
害
相
談
窓
口

TEL 

０
２
６
―
２
３
５
―
７
１
０
０

（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
、
ど
ん

な
支
援
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
方
は
こ

ち
ら
へ

お
困
り
ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー

TEL 

０
２
６
―
２
３
５
―
７
０
７
７

（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

　

村
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
第
４
次
中
川
村
男
女
共
同
参
画
計
画

の
下
、男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、責
任
を
分
か
ち
合
い
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

男
女
が
共
に
支
え
合
う
村

な
か
が
わ
を
め
ざ
し
て

が
防
災
・
復
興
を
円
滑
に
進
め
て
い
く

た
め
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。
年
齢
や
性

別
に
関
係
な
く
意
見
を
出
し
合
い
、
多

様
な
視
点
を
反
映
し
た
社
会
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

防
災
士
を
目
指
し
て

み
ま
せ
ん
か

　

村
で
は
、
減
災
や
地
域
防
災

力
向
上
を
目
的
に
活
動
す
る
防

災
士
を
養
成
す
る
た
め
、
資
格

取
得
に
必
要
な
費
用
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

資
格
取
得
を
考
え
て
い
る
方

や
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
総

務
課
危
機
管
理
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課
危
機
管
理
係　

内
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〜
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
〜

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、償
却
資
産
申
告
を
忘
れ
ず
に

共　通 パソコン、複写機、空調機、レジスター、
看板、広告塔、舗装路面、駐車設備など

建設業 パワーショベル、大型特殊自動車、
作業用機器、発電機など

飲食業・小売業 厨房設備、冷凍・冷蔵庫、陳列棚、
音響機器など

理美容業 理・美容椅子、洗面設備、消毒殺菌設備、
サインポールなど

工　場 旋盤、金型、プレス機、受変電施設、
構内舗装など

農　業 農業用機械類、農業用施設、
ビニールハウスなど

 売電区分
 用  途

余 剰 売 電
全量
売電10kw未満 10kw以上

個人（家庭用）
償却資産の
課税対象外

個人（事業用）
および法人

事業用資産となり償却資産の申告が必要
です

太
陽
光
発
電
設
備
を

　
　
　
　
　
　

設
置
さ
れ
た
方
へ

　

家
屋
の
屋
根
や
敷
地
な
ど
に
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
て
売
電
す
る

場
合
に
は
、
用
途
お
よ
び
売
電
区
分

に
よ
り
償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
太
陽
光
発
電

設
備
の
用
途
お
よ
び
売
電
区
分
に
よ

る
課
税
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

課税対象

【
償
却
資
産
申
告
書

　
　
　
　
　
　

提
出
期
限
】

令
和
3
年
2
月
1
日（
月
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
任
意

の
連
続
す
る
３
か
月
間
の
事
業
収
入

が
前
年
同
期
比
で
30
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
減
少
し
た
中
小
事
業
者
な
ど
を
対

象
に
、
令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
税

（
事
業
用
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
の

み
）
を
軽
減
し
ま
す
。

　

申
告
の
必
要
な
資
産
は
減
価
償
却

費
が
法
人
税
ま
た
は
所
得
税
法
の
所

得
の
計
算
上
損
金
ま
た
は
必
要
経
費

に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

償
却
資
産
と
は

　

法
人
（
会
社
）
や
個
人
の
方
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構
築
物
、

機
械
、
装
置
、
工
具
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
資
産
を
償
却
資
産
と
い
い
、
土

地
や
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

①
家
屋（
固
定
資
産
税
）で
課
税
さ
れ

　

る
も
の
や
、
自
動
車
税
･
軽
自
動

　

車
税
で
課
税
さ
れ
る
も
の

②
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取

得
価
額
が
10
万
円
未
満
の
資
産

で
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算

入
さ
れ
る
も
の
、ま
た
は
取
得
価
額

が
20
万
円
未
満
の
も
の
で
、
３
年

間
で
一
括
償
却
を
し
て
い
る
も
の

※
リ
ー
ス
の
場
合
は
、
リ
ー
ス
会
社

が
中
川
村
へ
償
却
資
産
申
告
を

行
っ
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◆
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
礎
と
な

る
客
体
を
正
確
に
把
握
し
、
適
正

な
課
税
を
行
う
た
め
実
地
調
査
や

関
係
帳
簿
な
ど
の
参
考
資
料
の
提

出
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
昨
年
申
告
を
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
申
告
書
を
12
月
中
旬
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
届
か
な
い
方
や
、

新
た
に
申
告
を
す
る
方
は
、
住
民

税
務
課
税
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

告
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で

す
。

償
却
資
産
の
対
象
に
な
る
も
の

申
告
の
必
要
が
な
い
資
産

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
把
握

が
困
難
で
あ
る
た
め
、
申
し
出
が
な

い
と
課
税
台
帳
か
ら
削
除
さ
れ
ず
、

翌
年
度
も
課
税
対
象
の
ま
ま
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
は
、
住
民

税
務
課
税
務
係
へ
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
特
例
措

置
に
つ
い
て

取
り
壊
し
た
家
屋
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

11
月
号
の
く
ら
し
と
税
金
の

記
事
中
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
連
す
る
税
務
上

の
取
扱
に
つ
い
て
」
の
説
明

で
、
課
税
対
象
と
な
る
給
付
金

な
ど
に
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
正
し
く
は
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
は

非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

11
月
号
「
く
ら
し
と
税
金
」

訂
正

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
民
税
務
課
税
務
係

内
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先
日
、
ヒ
ト
コ
ト
デ
ザ
イ
ン
の
小
澤
さ
ん
と

「
デ
ザ
イ
ン
と
映
像
」に
つ
い
て
配
信
を
行
い
ま

し
た
。
お
互
い
の
業
種
は
違
い
ま
す
が
、
制
作

過
程
で
の
思
考
や
道
筋
に
は
共
通
部
分
が
多

く
、
今
回
の
配
信
企
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
の
仕
事
は
事
業
者
の
方
か
ら
事
業
へ

の
熱
意
や
想
い
、
歴
史
や
構
想
を
聞
き
な
が
ら

そ
れ
ら
を
具
現
化
し
、
成
果
物
に
意
味
を
持
た

せ
、
そ
の
想
い
を
ど
こ
か
に
い
る
誰
か
に
伝
わ

る
形
に
仕
上
げ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
仕
掛
け
が

で
き
る
の
が
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
違
い
だ
と

再
認
識
で
き
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
と
映
像
制
作

は
、
見
て
い
る
も
の
や
目
指
し
て
い
る
所
は
近

い
も
の
が
あ
り
、
手
を
取
り
あ
っ
て
協
力
す
れ

ば
も
っ
と
良
い
効
果
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
農
家
さ
ん
や
ほ
か
の
業
者
の

方
と
も
共
通
項
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を
探
っ
て
い

く
と
今
ま
で

考
え
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う

な
ア
イ
デ
ア

や
、
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
ス

タ
イ
ル
が
見

つ
か
る
か
も

し
れ
な
い
と

感
じ
ま
し

た
。

　

今
年
は
多
く
の
野
菜
を
栽
培
し
自
分
に
向
い

て
る
野
菜
は
何
か
、
こ
の
畑
で
お
い
し
く
で
き

る
の
は
何
か
を
試
し
ま
し
た
。
分
か
っ
た
こ
と

は
愛
情
を
注
が
な
い
と
お
い
し
く
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
。
こ
う
し
て
絞
れ
て
き
た
作
物
を
来

年
、
白
ネ
ギ
、
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
、
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
、
水
稲
、
野
沢
菜
を
中
心
に
さ
ら
な
る

品
質
ア
ッ
プ
、
数
量
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
冬
の
間
に
ア
ス
パ
ラ
畑
の
か
ん
水

設
備
の
た
め
の
パ
イ
プ
を
埋
め
る
工
事
と
、
畑

全
体
の
水
は
け
を
よ
く
す
る
た
め
の
溝
掘
り
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
防
獣
、
防
風

用
に
柵
づ
く
り
な
ど
を
計
画
し
、
再
来
年
秋
か

ら
の
本
番
に
向
け
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
写
真
は
漬
物
用
の
野

沢
菜
を
収
穫
し
出
荷
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
は
中
川
村
で
初
の
冬
が
や
っ
て

参
り
ま
す
！
い
ま
の
所
は
予
想
し
て
い
た
以
上

に
暖
か
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
油
断
し

な
い
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
す
ね　

笑
。

　

そ
し
て
人
生
初
の
リ
ン
ゴ
の
収
穫
も
迎
え
ま

し
た
。
赤
く
実
っ
た
リ
ン
ゴ
と
紅
葉
、
黄
葉
を

迎
え
た
リ
ン
ゴ
の
木
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
非
常

に
美
し
い
で
す
ね
。
熟
し
た
リ
ン
ゴ
と
そ
う
で

な
い
リ
ン
ゴ
の
見
極
め
な
ど
は
難
し
い
で
す

が
、
収
穫
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
！

　

さ
ら
に
初
の
野
沢
菜
も
栽
培
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
本
当
に
難
し
い
。
青
虫
に
ネ
キ
リ

ム
シ
に
ヨ
ト
ウ
ム
シ
に
、
な
ん
だ
か
ん
だ
と
虫

た
ち
が
集
う
最
高
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
防
除
し
つ
つ
な
ん
と
か
大
き
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
虫
た
ち
の
活
動
が
鈍
る
た
め

に
も
、
も
う
少
し
だ
け
寒
く
な
っ
て
く
れ
な
い

か
と
、
日
々
願
っ
て
お
り
ま
す
。

平  

本  

信  

一

石  

川  

亜
樹
則

茂  

木  

彰  

洋

茂木 彰洋
（隊員歴３年目）

 主な業務 　加工
施設の運営、販路
開拓など

平本 信一
（隊員歴２年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など

石川 亜樹則
（隊員歴１年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など
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本との出会い 中川村図書館

だ よ り図書館
●2020年12月／第 133 号●　　中川村片桐4757　　TEL  88−1005

★12月15日（火）～27日（日）は貸出冊数無制限サービスを行います。
★『なかがわむら方言かるた』の貸出も行っていますので、ぜひお正月休みにご活用

下さい。

金 土 日 月 火 水 木

12月25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

１月１日 2日 3日 4日 5日 6日 7日

年末年始の休館日　　　　　※赤字が休館日です。

書　　名 著 者 名 紹介者名

となりのツキノワグマ 宮崎 学　著 Toshi

崩壊学　人類が直面している脅威の実態 パブロ・セルヴィーニュ Toshi

とらのゆめ タイガー立石　作 島崎 早苗

居酒屋ぼったくり　１～11　おかわり 秋川 滝美　著 あーちゃん

ヨーコさんの言葉 佐野 洋子　著 風見鶏

風は西から 村山 由佳　著 オリオン

満月珈琲店 桜田 千尋　望月 麻衣 なかちゅう

サガレン　樺太サハリン境界を旅する 梯 久美子　著 keika

雲を紡ぐ 伊吹 有喜　著 きょん

はるとあき 吉田 尚令　絵 torisu

獣の奏者 上橋 菜穂子　著 むいくん

あるかしら書店　 ヨシタケ シンスケ　作 まっちゃん

Ｉの悲劇 米澤 穂信　著 バニラ

ホハレ峠 大西 暢夫　著 よぴね／くろちゃん

もうぬげない ヨシタケ シンスケ　作 テンテンちゃん

みらいのえんそく ジョン・ヘア　作 モリモリ

あらしのよるに きむら ゆういち　作 あいちゃん

戦国時代は何を残したか 笹本 正治　著 くろちゃん

国道食堂　１st　season 小路 幸也　著 山口 裕陽

アンジュール　ある犬の物語 ガブリエル・バンサン著 尾上 利香

読書週間 本の紹介キャンペーンより
　

10
月
27
日
～
11
月
８
日
の
読
書
週
間
で
は
、
た
く
さ
ん
の
本
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
年
末
年
始
の
休
館
に
あ
た
り
、
15
日
か
ら
貸
出
冊
数
が
無
制
限
に
な
り
ま
す
の
で
、

気
に
な
る
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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◎京都四条
月岡サヨの小鍋茶屋

柏井 壽　著
　頃は幕末、京都四条にある「小
鍋茶屋」は、近江草津出身の月岡
サヨがひとりで切り盛りする料理
屋。縁あって訪れる客とサヨが料
理をとおして心を通わせる。風情
漂う京の街で、今夜も美味しい料
理を求めて幕末人が集い…。

◎一橋桐子<76>の
犯罪日記

原田 ひ香　著
　わずかな年金と清掃のパートで
細々と暮らす一橋桐子76歳には
貯金がない。ある日テレビで、収
容された高齢受刑者が介護され
ている映像を見た桐子は、「刑務
所に入りたい」と願うように…。

新着おすすめ本

◎橋の上の
子どもたち

パドマ・ヴェンカトラマン　著
　なにも持っていない。でも心
が、ある。ホームレスを選んだ
11歳の少女のほこり高き物語。
インドで子ども時代を過ごした
著者が、実際に子どもたちが体
験したことをもとに描く。

◎みそしるをつくる
高山 なおみ　著

　おだしは体にしみわたる。お
だしにおみそが入ったら、もっ
ともっと、おいしいよ。それが
みそしる。子どもたちがひとり
でも作れるよう、油あげと豆腐
のみそしるの作り方を紹介した
写真絵本。

◎夢−ぼくの作品集２−
小林 宏夢　著

　「せいこうか　しっぱいか　自
分で決めれるなら　ぼくはすべ
てが　大せいこう」「人にはそれ
ぞれじじょうがある　自分のつ
ごうに はめないこと」 伊那養護
学校の小林宏夢さんのことばの
作品集です。心に残ることばと
出会える本です。

32

中
川
村
の
奇
石
・
名
石
・
珍
石

役
行
者
像

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
ぞ
う

　

桑
原
の
山
中
の
祠
の
横
に
、
小
さ

な
不
動
明
王
像
に
な
ら
ん
で
特
徴
的

な
石
像
が
あ
る
。
頭
に
頭
巾
、
一
本

歯
の
高
下
駄
を
履
き
、
右
手
に
巻

物
、
左
手
は
錫
杖
を
持
つ
形
で
、
前

鬼
・
後
鬼
を
従
え
た
姿
は
、
役
行
者

の
石
像
の
も
の
で
あ
る
。

　

役
行
者
と
は
、
奈
良
時
代
に
大
峰

山
で
修
験
道
を
開
い
た
と
い
わ
れ
る

役え
ん
の
お
づ
ぬ

小
角
の
こ
と
で
、
他
に
も
神
変
大

菩
薩
や
役え

ん
の
う
ば
そ
く

優
婆
塞
（
う
ば
そ
く
は
仏

教
の
在
家
信
者
の
意
味
）
と
も
呼
ば

れ
た
。
役
行
者
は
、
古
来
よ
り
あ
っ

た
山
岳
信
仰
と
渡
来
の
仏
教
を
併
せ

て
修
験
道
を
開
き
、
高
い
験げ

ん
り
き力

を
示

し
た
と
い
う
。
文
武
三
（
六
九
九
）

年
、
朝
廷
よ
り
秩
序
を
乱
し
た
と
し

て
伊
豆
大
島
へ
配
流
さ
れ
る
も
、
富

士
山
を
は
じ
め
全
国
の
山
々
を
巡
っ

て
い
た
と
『
続
日
本
紀
』『
日
本
霊

異
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

役
行
者
の
開
い
た
修
験
道
は
平
安

期
を
頂
点
に
連
綿
と
続
い
て
い
た

が
、
明
治
五
年
に
修
験
禁
止
令
が
だ

さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、
こ
の
石
像
の

建
立
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
。
一
般
的
に
役
行
者
が
祀
ら
れ

る
場
所
は
、
平
地
の
神
社
境
内
や
亡

く
な
っ
た
修
験
者
の
供
養
の
為
に
建

て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
い
の

は
修
験
の
場
や
祭
場
で
あ
る
。
桑
原

の
役
行
者
像
や
祠
が
あ
る
場
所
は
、

当
時
の
人
々
が
使
っ
て
い
た
旧
道
か

ら
少
し
外
れ
た
尾
根
筋
に
あ
り
、
馬

も
上
が
れ
な
い
場
所
に
あ
る
。
現
在

は
手
入
れ
が
十
分
に
で
き
ず
荒
れ
て

は
い
る
が
、
手
水
鉢
な
ど
も
備
え
ら

れ
て
い
て
立
派
な
神
域
と
な
っ
て
い

る
。
周
辺
の
木
が
伸
び
て
視
界
を

遮
っ
て
い
る
が
、
西
に
木
曽
駒
ヶ
岳

の
連
峰
、
東
に
赤
石
山

脈
を
臨
ん
で
祈
る
こ
と

が
で
き
る
こ
の
場
所

は
、
い
ま
で
い
う
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
尾
根
道
は
、

こ
こ
を
起
点
に
銭
不
動

を
と
お
り
、
四
徳
の

祢ね
ぎ
や
ま

宜
山
の
祭
場
ま
で
続

い
て
い
た
か
も
し
れ
ず
、

こ
こ
が
修
験
道
の
祈
り

の
場
で
あ
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

　

祠
に
あ
る
奉
納
芳
名
札
に
よ
れ

ば
、
昭
和
九
年
に
祠
の
屋
根
瓦
の
修

繕
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

戦
時
中
、
出
征
前
に
奉
納
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
木
札
も
残
っ
て
い
る
。
こ

の
場
所
と
石
像
の
き
ち
ん
と
し
た
調

査
・
修
復
と
、
祈
り
の
場
と
し
て
の

保
存
を
期
待
し
た
い
。
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11月24日（火）　ファミサポ会員のつどい
　会員４人が参加。ファミサポができる前の預かりの様子を
話した後、利用会員の方からファミサポを使って良かった事、
協力会員の方からは会員になったきっかけや思いなどをお
しゃべりし合い、和やかな会になりました。

vol.110

今月はみなかた保育園
「きりん組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分

【閉 所 日】　毎週水曜日

お知らせ （バンビーニの１月の予定）
・女性の就業相談　予約制
　日時：１月12日（火）　午前10時～午後２時
　＊お子さん連れで相談できます。
・お楽しみ会　わらべうたであそぼ！　予約制
　日時：１月18日（月）　午前10時～

（年齢別３部制　各定員８組）
・歯科衛生士さんのお話　予約制
　日時：１月26日（火）　午前10時30分～
　＊終了後、個別相談できます。
※急遽変更になるかもしれませんので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。

大家族のきょうだいみたいに
にぎやかに生活しています！

きりん組（年長）
男の子５人　女の子５人　合計10人

vol.111

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201
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私
た
ち
が
暮
ら
す
中
川
村
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
農
村
風
景
や
人
々
の

営
み
が
息
づ
く
生
活
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
村
で
は
、
地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
村
の
魅

力
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
“
美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
”
と

し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
身
近
に
あ
る
た
め
気
付
か
な
か
っ
た
隠
れ
た
名
所
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
央
ア
ル
プ
ス
を
一
望

中
川
村
の
魅
力
再
発
見
！

20

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

坂戸峡

下平 GS

上宮外縣神社
坂戸橋

●中川村役場

大草城址公園

●
中
川
東
小

●みなかた保育園

●中川中

常泉寺

　かつらの丘
●マレットゴルフ場

P

Point 南
陽
会
館
か
ら
望
む

中
央
ア
ル
プ
ス（
南
陽
）

へ未来 なかがわ vol.32

― 高校生活はどうですか。

　通学も勉強も中学とは全く違

い、慣れるまで時間がかかりまし

たが、今はすっかり慣れて楽しい

生活を送っています。

― 今頑張っていることは何ですか。

　野球部に所属していたので、引

退するまでは野球を頑張っていま

した。今は受験勉強を頑張ってい

ます。

― 中川村の好きなところは何ですか。

　自然が豊かで空気がおいしいと

ころです。

― 10年後どうなっていたいですか？

　まだ将来どんなことがしたいか

決まっていませんが、人の役に立

てる仕事に就いていたいです。

― 中川村の未来に一言お願いします！

　今と変わらない、きれいな景色を

残していってほしいです。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、南
陽
会
館

集
会
所
か
ら
眺
め
る
中
央
ア
ル
プ
ス

の
風
景
で
す
。

　

大だ
い
ち
ゆ
う
ぼ
ら

中
洞
と
大
沢
洞ぼ

ら

、鳳ほ
う
ら
い
ざ
わ

来
沢
の
沢

筋
に
耕
地
と
家
々
が
連
な
る
南

陽
地
区
。そ
の
中
で
も
開
け
た

場
所
に
あ
る
集
会
所
か
ら
は
、

中
央
ア
ル
プ
ス
が
一
望
で
き
ま

す
。

　

起
伏
に
富
ん
だ
ア
ル
プ
ス
の

山
並
み
が
美
し
く
、地
区
住
民

の
癒
や
し
の
景
色
と
な
っ
て
い

ま
す
。地

域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

●山 内 空 太 さん（八幡平）
 飯田風越高校３年生（18歳）

やまのうち くう　た
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　　１月の星空★天体情報

★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★

銀河ドームから

★1月にみえる惑星・衛星　　　月　　木星　

農作業機械の事故を防ぎましょう

～地域みんなで進めよう　農作業安全～

中川村営農センター（産業振興課農政係）　内線34

天体あれこれ　「変な星シリーズ」
　今回も「変な星シリーズ」です。今回お話する星は、今から２年前の2018年に発見された「K2-141b」

という地球から約202光年離れたところにある太陽系外惑星です。この星の凄いところは毎時5,000キ

ロメートルという速さで風が吹き、100キロメートルも深い溶岩のドロドロとした海が広がり、岩石の

雨が降り注ぐまさに地獄の星というところです。この地獄星がどんな環境かと申しますと、恒星を0.3

日という速さで公転し、星の表面の３分の２が常に昼間で気温がなんと3,000度もあります。対する夜

はマイナス200度とめちゃくちゃ寒く、とても生命が存在できる環境ではありません。

　ではどうやって岩石の雨が降るのか？と言いますと、溶岩の海が3,000度もあるので岩などの成分が

蒸発し、その蒸気が毎時5,000キロメートルもの突風に吹き飛ばされます。その風が夜側に行くとマイ

ナス200度で冷やされ岩石の雨となって降るのです。こんな凄い星が宇宙には数多く存在します。まだ

まだ面白い星が発見されるかもしれません、その時にはまた紹介します。

　また、来年の１月ですが「ふたご座流星群」「ペルセウス座流星群」と並び三大流星群の１つ「しぶ

んぎ座流星群」が３日から４日にかけて極大となります。夜中２時過ぎくらいが見やすいようですが、

月が明るいために発見が難しいかもしれません。良かったら流星群観測をしてみてはいかがでしょう。

銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日　午後７時〜９時　TEL 88ー4288
なお、年末年始の開館日程は裏表紙をご覧ください。

～高所作業編～
　果樹の剪

せんてい
定の季節に入り、

脚立や高所作業車などを使
う機会が増えてきます。
　作業中は次のポイントに
注意して事故を防ぎましょう。

脚立・はしご
・安定した場所に設置し、最下段に乗って安

全性を確認する。
・開脚防止用のチェーンやひもを必ずかけ

る。
・小まめに脚立を動かし、身を乗り出さない。
・天板に乗って作業をしない。

高所作業車
・使用前に地面の起伏や石などが無いか、

園地の状況をチェックしておく。
・平坦な場所で使用し、作業台を上げたま

ま走行しない。
・昇降時は、枝や支柱などとの接触に注意

する。
・ヘルメットや、安全帯、滑りにくい靴を

着用する。

　高所作業には危険が伴いますので、高所作
業をしなくてもよくなるよう環境を見直すこ
とも重要です。足場が不安定となる高所作業
では細心の注意を払い、安全を第一に余裕を
持って作業をしましょう。
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村
営
巡
回
バ
ス

「
無
料
乗
車
の
日
」
を

実
施
し
ま
す

総
務
課
総
務
係

内
線
12

　

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
村
営
巡

回
バ
ス
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
月
１
回
「
無
料
乗
車
の
日
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
１
月
の
実
施
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
実
施
日

　

１
月
12
日（
火
）

※
全
路
線
で
始
発
か
ら
最
終
便
ま
で

終
日
運
賃
無
料
で
す
。

　

巡
回
バ
ス
は
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
飯
島

駅
、
伊
那
大
島
駅
に
も
接
続
を
し
て

い
ま
す
。
電
車
で
お
出
か
け
の
際
は

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
無
料
乗
車
の
日
」
は
今
回
が
最

後
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
巡
回

バ
ス
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

里
親
に
つ
い
て

話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
26

　

子
ど
も
の
成
長
に
は
、
家
庭
で
暮

ら
す
時
間
や
経
験
が
と
て
も
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
か
ら
家
庭
で
育
つ
こ
と
の
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
、

正
し
い
理
解
と
温
か
い
愛
情
の
中
で

育
て
て
く
だ
さ
る
の
が
里
親
で
す
。

　

当
日
、
児
童
相
談
所
職
員
や
里
親

支
援
専
門
相
談
員
か
ら
里
親
制
度
の

説
明
、
里
親
体
験
談
な
ど
個
別
相
談

を
行
い
ま
す
。
参
加
無
料
、
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

▼
開
催
日
時

　

１
月
15
日（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

▼
会
場

　

中
川
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

チ
ャ
オ
内
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
に
よ
り
開
催
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

飯
田
児
童
相
談
所TEL 

25
―
８
３
０
０

灯
油
の
流
出
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

内
線
62

　

毎
年
こ
の
時
期
、
暖
房
器
具
の
使

用
に
よ
り
、
灯
油
を
扱
う
機
会
が
増

え
、
河
川
へ
の
流
出
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

も
し
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
周
辺
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ

け
で
な
く
、
事
故
処
理
の
費
用
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

灯
油
を
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
小
分

け
に
す
る
際
や
ス
ト
ー
ブ
の
タ
ン
ク

に
給
油
す
る
場
合
、
給
油
中
は
そ
の

場
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
、
給
油

後
は
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
が
閉

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

灯
油
の
流
出
事
故
は
早
期
の
発

見
・
対
応
が
、
被
害
の
拡
大
を
防
止

し
ま
す
の
で
、
事
故
を
起
こ
し
た

ら
、
す
ぐ
に
役
場
ま
た
は
上
伊
那
地

域
振
興
局
環
境
・
廃
棄
物
対
策
課

（
TEL 

76
ー
６
８
１
７
）へ
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

「
収
入
保
険
」
の
掛
け
金
を

補
助
し
ま
す

産
業
振
興
課
農
政
係

内
線
34

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
、
自
然
災
害
、
価
格
の
低
下
な

ど
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け

ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
よ

る
収
入
減
少
に
備
え
る
、
長
野
県
農

業
共
済
組
合
の
「
収
入
保
険
」
へ
の

加
入
を
促
進
し
ま
す
。
農
業
者
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
村
で
は
保
険
料

の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
農
業
者
）

⑴
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

⑵
中
川
村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
法
人

⑶
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
こ
と

⑷
村
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▼
補
助
金
の
額

　

収
入
保
険
の
加
入
者
が
負
担
す
る

保
険
料
お
よ
び
付
加
保
険
料
の
２
分

の
１
以
内

▼
事
業
の
流
れ

　

収
入
保
険
に
加
入
後
、
長
野
県
農

業
共
済
組
合
が
代
行
し
て
村
に
申
請

し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
農
業
共
済
組
合

　

上
伊
那
支
所　

TEL 

73
―
２
２
２
１

森
林
の
土
地
を
所
有
し
た

場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

　

個
人
・
法
人
に
よ
ら
ず
、
売
買
契

約
の
ほ
か
、
相
続
、
贈
与
な
ど
に
よ

り
、
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し

た
場
合
に
、
事
後
の
届
出
と
し
て
森

林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
が
必
要
で

す
。
面
積
が
小
さ
く
て
も
届
出
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
国
土
利

用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約

の
届
出
を
提
出
し
た
場
合
は
対
象
外

で
す
。

▼
届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら

90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ

る
市
町
村
の
長
に
届
出
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
届
出
者
と
前
所
有
者

の
住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年

月
日
、
所
有
権
移
転
の
原
因
、
土
地

の
所
在
場
所
・
面
積
な
ど
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
添
付
書
類

　

登
記
事
項
証
明
書
ま
た
は
土
地
売

買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
わ
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地
の

位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

※
届
出
を
し
な
い
、
ま
た
は
虚
偽
の

届
出
を
し
た
場
合
は
、
10
万
円
以

下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
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ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

北
嶋　

は
る
子
さ
ん　
（
田　

島
）

　
　
　
　
　
　
（
84
歳
）

　

宮
﨑　

和
子
さ
ん　
　
（
横　

前
）

　
　
　
　
　
　
（
91
歳
）

　

座
光
寺　

昭
一
さ
ん　
（
小
和
田
）

　
　
　
　
　
　
（
90
歳
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

松
村　

隆り
ゅ
う
せ
い正く
ん　
　
（
田　

島
）

            

（
正
志
・
綾
さ
ん
）

　

中
平　

日ひ

向な

多た

ち
ゃ
ん（
南
田
島
）

            

（
章
博
・
彩
さ
ん
）

　

桃
澤　

暁あ
き
と人

く
ん　
　
（
中
田
島
）

　
　
　
　
　
　
（
輝
・
雅
美
さ
ん
）

　

清
水　

李い

と采
ち
ゃ
ん　
　
（
下
平
）

　
　
　
　
（
勇
人
・
愛
梨
恵
さ
ん
）

ご
み
減
量
ア
イ
デ
ア
募
集
に

つ
い
て

上
伊
那
広
域
連
合 
環
境
衛
生
課

TEL 

78
―
２
５
３
７

　

ご
み
処
理
費
用
の
削
減
や
環
境
へ

の
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
に
は
、
ご

み
を
減
ら
す
た
め
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
実
践
の
積
み
重
ね
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
ご
み
減
量
へ
の
意
識
を
高

親
子
で
あ
そ
ぼ
う
！

遊
び
歌 

フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

今
年
２
月
29
日（
土
）に
予
定
し
て

い
た
中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

「
遊
び
歌 

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
の
延
期
公
演
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

▼
期
日

　

12
月
26
日（
土
）

▼
場
所

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

▼
開
演（
開
場
）

　

午
後
２
時（
午
後
１
時
30
分
）

▼
入
場
料（
前
売
り
券
）

　

大
人　
　
　

１
，５
０
０
円

　

小
学
生
以
下　

５
０
０
円

※
保
護
者
１
人
に
つ
き
、
２
歳
児
以

下
膝
上
１
人
ま
で
無
料

※
当
日
券
は
各
５
０
０
円
増

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
、
中
川
村
図

書
館
、
ニ
ル
ス（
チ
ャ
オ
内
）な
ど
、

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
窓
口
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

▼
感
染
症
対
策

　

定
員
の
半
分
程
度
の
座
席
を
販
売

し
、
家
族
単
位
で
の
指
定
席
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
の
み
な
さ

ん
に
は
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

 

な
お
、
南
信
地
域
で
新
型
コ
ロ
ナ

教
育
委
員
会
管
理
施
設
の

一
部
を
冬
期
閉
鎖
し
ま
す

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

冬
期
の
間
は
、
教
育
委
員
会
の
左

記
の
施
設
が
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。
期

間
中
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

対象施設 閉鎖期間

村民グラウンド
および北側トイレ 令和２年12月８日（火）から

令和３年３月24日（水）まで
社会体育館前水飲み場

村民グラウンド南側トイレ 令和２年12月８日（火）から
※閉鎖後、撤去工事を予定

歴史民俗資料館
※閉鎖中の予約は、お問い合わせ
　ください。

令和２年12月１日（火）から
令和３年３月１日（月）まで

アンフォルメル美術館 令和２年12月１日（火）から
令和３年３月19日（金）まで

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
た
場
合

は
、
令
和
３
年
２
月
20
日（
土
）へ
公

演
を
延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
45
回 

村
の
文
化
祭

ス
テ
ー
ジ
の
部 

放
送
決
定

中
川
村
公
民
館

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

11
月
８
日（
日
）に
行
わ
れ
た
文
化

祭
ス
テ
ー
ジ
の
部
の
様
子
が
エ
コ
ー

シ
テ
ィ
ー
・
駒
ヶ
岳
の
週
末
特
番
に

て
次
の
日
程
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
文
化
祭
ス
テ
ー
ジ
の
部

は
、
上
伊
那
地
域
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
事
例
が
複

数
例
確
認
さ
れ
た
た
め
、
無
観
客
に

て
実
施
し
ま
し
た
。
突
然
の
変
更
と

な
り
、
ご
来
場
を
予
定
し
て
い
た
み

な
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
録
画
放
送
と
な
り
ま

す
が
、
出
演
団
体
・
個
人
の
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。放送回数 放送年月日 放送時間

本 放 送
令和３年１月16日（土）

15時～

再放送① 21時～

再放送②

令和３年１月17日（日）

10時～

再放送③ 15時～

再放送④ 20時～

再放送⑤ 令和３年１月18日（月） 10時～

め
、
一
層
の
ご
み
減
量
に
努
め
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
づ
く
り
の
一
つ
と

し
て
、
減
量
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、

共
有
す
る
こ
と
で
ご
み
の
減
量
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
募
集
内
容

　

日
頃
か
ら
家
庭
や
職
場
に
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
や
工
夫
し
て
い
る

こ
と
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
実
践
編
…
家
庭
・
職
場
な
ど
で
実

際
に
行
っ
て
い
る
ご
み
減
量
の
取

組
●
ア
イ
デ
ア
編
…
更
な
る
ご
み
の
減

量
に
向
け
て
、
家
庭
や
職
場
・
市

町
村
で
行
う
新
た
な
取
組
の
ア
イ

デ
ア

▼
募
集
期
間

　

令
和
３
年
１
月
４
日（
月
）～

　

２
月
19
日（
金
）　

※
必
着

▼
応
募
要
件

　

上
伊
那
地
域
に
お
住
ま
い
、
も
し

く
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

▼
応
募
方
法

①
持
参

　

上
伊
那
広
域
連
合
ま
た
は
上
伊
那

各
市
町
村
廃
棄
物
担
当
課

②
メ
ー
ル

　

ke@
union-kam

iina.jp

③
郵
送

　

〒
３
９
６
―
０
０
２
５

　

伊
那
市
荒
井
３
５
０
０
番
地
１

　

上
伊
那
広
域
連
合 

環
境
衛
生
課

        
（
い
な
っ
せ
ビ
ル
３
階
）

　

上
伊
那
広
域
連
合
環
境
衛
生
課
宛

④
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

73
―
５
８
６
７

※
応
募
用
紙
は
上
伊
那
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.
union-kam

iina.jp/

）
ま
た
は
、

上
伊
那
広
域
連
合
環
境
衛
生
課
・

上
伊
那
各
市
町
村
の
廃
棄
物
担
当

課
で
配
布
し
ま
す
。



むらのできごと
10/22（木）・23（金）、11/16（月）・17（火）　歌と演奏で元気を届けよう！
　10月22日（木）と23日（金）に東小学校、11月16日（月）と17日（火）に西小学校で音
楽会が行われました。
　今年は新型コロナウイルスの影響で開催が延期になりましたが、それぞれ２日間に
かけて行われました。１日目は保護者を招いて１学年ずつの入れ替わりで行い、２日
目は全校児童で行いました。
　例年とは違った形の開催となりましたが、合唱、合奏で元気を届けようと気持ちが
１つになった歌声や音色が会場に響きわたりました。

東小学校１年生「きらきらぼし」

11/17（火）
租税教育推進校として感謝状が贈呈
されました
　租税教育を推進し、租税の役割や国民の納税の義務についての
正しい知識の普及に多大な貢献をした租税教育推進校として、伊
那税務署長から感謝の意を表し、中川東小学校に感謝状が贈呈さ
れました。
　同小学校では、毎年「税を考える週間」にあわせて開催する小
学生による税の書道展への出展、租税教室を開催しています。

東小学校６年生
「パラダイス ハズ ノーボーダー」

11/13（金）、14（土）、15（日）　秘境駅でおもてなし
　「秘境駅」を列車で巡る人気イベント「飯田線秘境駅号」が今年で10周年を迎え、
開業100周年の伊那田島駅に停車し、３日間合計で477人の乗客の方が訪れました。
　駅では、なかはマンのお出迎えや、中川村観光協会からリンゴのプレゼント、農
園でのリンゴもぎ取り体験などが催され、乗客のみなさんをおもてなししました。

西小学校５年生
「MISSION IMPOSSIBLE」

西小学校４年生
「ホール・ニュー・ワールド」



11/19（木）
ぼかし肥料と竹とんぼつくり
　東小学校６年生が木工体験を行いました。今年はヒノ
キ林の枝打ちされた枝葉を使い、ぼかし肥料作りを体験
しました。米ぬかや細かく砕いた枝葉、酵素水など必要
な材料をみんなで混ぜた後にドラム缶に入れ、酵素の力
によって肥料に分解されるのを待ちます。
　ヒノキの香りと材料の甘酸っぱいいい匂いの中で30分
ほど作業を行い、ドラム缶２本分のぼかし肥料を仕込み
ました。来年の春、甘い匂いがするようになったら完成
です。

12/５（土）　稲わらから始まる地域おこしと人づくり
　公民館・社会福祉協議会・小中学校ＰＴＡ連絡協議会の主催で毎年開催され
ている三者共催講演会は、今年で45回目を迎えました。上伊那地区における
新型コロナウイルス感染症の動向を踏まえ、急遽、オンライン開催に切り替え
ての開催となりました。
　講師は、「㈱未来いいじま」の酒井祐司さん（飯島町）で、長野県ＰＴＡ連
合会副会長も務めています。講演では、地域資源である稲わらを活かした雇用
創出や遊休農地解消など自身の取り組み、そこからの学校との連携、地域活性
化などについてお話しいただきました。初のオンライン開催となりましたが、
講演の終わりには、会場からの質問以外にも、オンライン画面を介した質問や、
チャット機能を利用しての質問も出され、有意義な時間となりました。

11/25（水）　ヒノキのタイムカプセル
　西小学校６年生が木工体験を行いました。教室で森林
の働きについて学習を深めたあと、県内で伐採されたヒ
ノキを使った腰板を廊下に設置しました。腰壁には事前
に児童に１年間の思い出を書き込んでもらい、タイムカ
プセルとして校舎の廊下に設置されました。木質化され
た廊下は以前よりも明るく暖かい雰囲気となり、ヒノキ
の香りも楽しむことができます。

12/３（木）　中川村の魅力を再発見！
　中川村キャリア教育推進協議会主催の第３回中川村キャ
リアフォーラムが中川文化センターで行われました。
　今年は「中川村の魅力を再発見しよう」をテーマに、第
１部では、中川東小学校２年生と中川中学校２、３年生
がそれぞれ総合的な学習で学んだ内容について発表しまし
た。また、第２部では、村内の製造業や農林業、建設業
に携わる人や地域おこし協力隊員など10組がブースを設
置。中学２年生がブースを訪問し、商品を見たり道具に触
れながら、仕事の内容ややりがいについて耳を傾けました。
　話を聞いた生徒たちは、事業者との意見交換を通して勤
労観などについて考えました。

開会式の様子（傍聴者は役員のみ）
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　晴天の下、牧ヶ原地区の畑でみなか
た・片桐保育園の園児たちと農業委員が
大根の収穫を行いました。
　この大根は、村内の遊休農地の解消と
食育推進のため、農業委員会が毎年作付
けしているものです。
　今年は例年より大きく育ち、中には２
キログラム以上になるものもありまし
た。園児たちはその重さに驚きながら、
畑いっぱいに実った約800本の大根を楽
しみながら収穫しました。
　収穫した大根は、学校給食センターや
保育園へ給食食材として提供されたほ
か、社会福祉協議会をはじめ、村内の各
福祉施設へ配布されました。

大きく育った大根を収穫しました！

公共機関等名 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

役　　　場 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
※戸籍関係の届出（出生届・死亡届など）は、役場の日宿直で受け付けています。

文化センター 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
文化・体育施設利用 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
図　書　館 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
銀河ドーム 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7

福
祉
関
係

保　育　園 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
1月4日（月）は希望保育

児童クラブ 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
つどいの広場
バンビーニ

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
12月28日（月）は午後１時から休み

高齢者憩いの家（昼間利用） 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7

医
療
関
係

南向診療所 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
12月26日、28日、１月４日：午前９時～正午

片桐診療所 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
12月26日：午前９時～正午　１月１日：午前９時～午後５時（休日当番医）

昭和伊南総合病院 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7

下伊那赤十字病院 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
１月２日：小児科のみ（休日当番医）

村営巡回バス 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
ＮＰＯ乗合タクシー
“ぽかぽか”

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
※１月５日（火）の予約受付は12月25日（金）の午後５時まで

お試しシェアオフィス	 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
衛生センター（し尿） 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
伊南聖苑（火葬場） 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7

公共機関などの年末年始カレンダー 2020⇒2021 
■の日はお休みです

再生紙を使用
しております

←緊急情報配信サービス
　携帯電話でアクセスを！

中川村の人口 【12月１日現在】
（　）内は対前月

人口 男 女 世帯数
4,821人（−3） 2,289人（＋1） 2,532人（−4）  1,663世帯（−1）

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています


